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浜松城公園 ミニ ウォーク み どころ紹介
|)1市民の木Jプラタナス

H“和 4年  よ 松駐れjの作F路樹として、46木

のフラタサスが搬冷町通りに1代えられた HII

和120年6)11村 tr7 1L松人/・控で市街地サ,太

｀
卜が焼夫、 mi焼 町原となり、この時企ての

フラタリスt,消火した し かし、3木 び)フウ

タナスが奇 ll的に復lr L その′に命力の政さ

は lEな市j(を場気づけた

Ⅲl松と,i交,itri道路の中央にただの東を広げ

た 3本 のフラタナスは大切に1来誰され、口“れ

,9年 性災44皿の記念木 「r il口)本Jと 命″|

された FltrFti』民浜松駅北ll広場、ijl化推

llFセンター (Fjk Hl)と、ことよ松城公田に移

さFt元気に大きな案をrtらせている

の大滝 J 滝ヽ 滑滝

太たはltl松城公剖内、日本雄|‖サ)中,いといえ

る た滝と滞itは対をなし 打に大さとにしさ

を持たtlてW叫毅な中に1)花を使するPjほ武

1手の心1市か決さ,て いる (座 ‖1内れ凋文■

'り)

0石 舞台

け″抑 2う年、次松市 工ヽ動物田力W川封した時、

像合があったところ Ⅲl時象の 「よ子Jは 7

‖tたらの人気者だった 最 近でfi「所能Jの

171キギとしてイに'さ れた

④せせらぎの池

近11、「かるが1)Jが1にみつきひなを育てて

いる | l々j寛2】{Fに,社,十11ひ)親F力めとらオし、

訪れる人せ)多かった

⑤展望広場

lL松城公京ひ)桜の約)Fのひとつ、 的 にli御

衣黄 (ごょい工う れたこの桜)i〉兄「,れる

⑥浜松城撮影ポイント

よ松城を北かにブ望いる 絶 ″十ひ)撮影ポイント

である

⑦御衣黄(ぎょいこう)

ソメイコンノより‖れて 4月 中イリヒli tりk

き'付y)ろ 練 υ)桜とい平!す才しろカミ、 べ'力十〔抗、

ビンクと色を変えし■いにはポ トリと落,〕

ろ 取 trr広場に2～ 1木 育っている

⑥作左の森

本多作な衛門丘次Fよ夕疎家にの中でt,剛毅、

勇14Lな武イ子で 二Ⅲr i本(1の 人 .「鬼作左J

といFばれた 後 11、家康 におの際、秀||が送

り,△んだ「, 大政所の「』崎の御殿に対「を積み

上げ方 に 備えたことから秀占に疎主オ1、秀

lfに進はした家廉に冷赳さオ1る.秀 古′「き後

よLkはその楠男成・TlをFjK市十九同trlk 11 4ガイf

とし、1:ノ11の|liルに辞いていろ 日 本 れ い

子紙に 「 ‖ は 1,人のFl心 すj仙泣かすな馬

肥やせJは 14ツliが般陣より||した千紙で、お

仰が後の成 rtで力)る、家床の命により作左は

浜松城北の守りとしてい1輪を架いた、「1午′it

‖h輪J と口′ffttt′こ

⑤双葉美

モ河の加]ドE椰松平郷は京都 |モ賀茂Hllしの糾1

微であった イ体の初代松平親氏は上炊茂村1

lL′)神紋 「英紋」を模したとしたといわオL、

双T44奏を■枚に文1案化し、「tつ業葵J紋 が

′にまれたという 家 康はこの松 F`家ブL代11に

なる ち なみにに賀茂神社の容事が京都葵容

りである

・中央芝生広場

,にノ品フールができる前 市,午フールがあっ

たところ 競 泳川 501nフール、高飛び込み

クール 十 '(ブールを併設した公式ブtル で

あつた 昭 和1,2年 静rl県が 州いた最初の 叫

休水泳競技の会場となった 現 行モ、薪市ヒ′)ll

台としてt,lt川されている
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